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公費助成で負担も少なく　　予防接種予防接種

ワクチン接種で　　重症化を防ごう　重症化を防ごう
　

普
通
の
風
邪
と
は
異
な
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

風
邪
は
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
発
症
し
ま
す
が
、
そ
の
症

状
の
多
く
は
の
ど
の
痛
み
、
鼻

汁
、
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
が
中
心

で
す
。
全
身
症
状
は
あ
ま
り
見
ら

れ
ず
、
発
熱
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ほ
ど
高
く
な
く
、
重
症
化
す
る
こ

と
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
38
度
以
上

の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉

痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
突
然
現
れ

ま
す
。
併
せ
て
風
邪
の
症
状
も
見

ら
れ
、
お
子
さ
ん
で
は
ま
れ
に
急

性
脳
炎
を
、
高
齢
の
方
や
免
疫
力

が
低
下
し
て
い
る
方
で
は
肺
炎
を

併
発
す
る
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
性
疾

患
で
あ
り
、
一
度
流
行
が
始
ま
る

と
短
期
間
に
多
く
の
人
へ
感
染
が

広
が
り
ま
す
。
大
流
行
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

予
防
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
方
法

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

か
か
っ
た
と
き
の
重
症
化
防
止
に

有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で

も
年
々
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
る
方

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

効
果
が
期
待
で
き
る
の
は
、
接
種

し
た
２
週
間
後
か
ら
５
か
月
程
度

ま
で
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

例
年
12
月
〜
３
月
ご
ろ
に
流
行
し

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
効

果
が
現
れ
る
ま
で
に
２
週
間
程
度

か
か
る
た
め
、
毎
年
12
月
中
旬
ま

で
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
シ
ー
ズ
ン
は
、

毎
日
の
予
防
と
早
め
の
対
策
を
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

インフルエンザ
を防ぐ

外出後の手洗い、
うがい等

バランスのとれた
栄養摂取

人混みや繁華街へ
の外出を控える

十分な休養

適度な湿度
の保持

流行前の
ワクチン接種

高齢者インフルエンザワクチン予防接種公費助成
（実施期間：10月20日（日）～ 12月25日（水））

■対　象
　次の①または②に該当し、接種を希望する方
　① 接種日当日で満65歳以上の方（誕生日の前日から該
当します）

　② 接種日当日で満60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・
呼吸器またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能
に極度の障がいがある方（身体障害者手帳１級程度）

　※ ①②ともに、接種日にインフルエンザにかかってい
る方、もしくは過去のインフルエンザ予防接種を受
けた後に発熱した方は対象から除きます。

■費　用
　 1,000円（助成後の接種費用）　※生活保護受給者は無料
になるので受給者証を持参してください。

■持ち物
　 健康保険証（②に該当する方は身体障害者手帳または
医師の診断書）

　※ 町外で接種を希望される場合は、事前に町保健センターまた
は役場東出張所に予診票を受け取りに来てください。町内受
託医療機関（左ページ参照）には予診票が置いてあります。

インフルエンザにかかったら。。。
　早めに医療機関で受診し、医師の指示に従ってくだ
さい。そして、安静にして十分な水分補給や休養、特
に睡眠を十分にとるようにしてください。周りの人へ
うつさないためにも不織布製マスクの着用や、学校、
職場、繁華街などへの外出を控えましょう。
　また、小児、未成年者では、インフルエンザにかか
ると、医薬品を服用しない場合でも、急に走りだす、
部屋から飛び出そうとする、ウロウロと徘

はい

徊
かい

するなど
の異常行動を起こすおそれがあります。自宅において
療養を行う場合には、少なくとも２日間は保護者がそ
ばについているなどして、１人にならないよう気をつ
けてください。
　インフルエンザにかかった際に伴う異常行動につい
ては厚生労働省ホームページにも掲載されています。

厚生労働省インフルエンザＱ＆Ａ
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou01/qa.html
国立感染症研究所ホームページ
http://www.nih.go.jp/niid/ja/diseases/a/fl u.html
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インフルエンザ

・肺炎球菌

公費助成で負担も少なく　　予防接種公費助成で負担も少なく　　

ワクチン接種で　　重症化を防ごうワクチン接種で　
　

高
齢
者
は
肺
炎
球
菌
も
注
意

　

一
方
で
、
日
本
人
の
死
因
の
第

４
位
は
肺
炎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
で
、
65
歳
以
上
の
方
で
は
「
肺

炎
球
菌
」
が
原
因
菌
の
第
１
位
を

占
め
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
多

く
の
薬
剤
に
耐
性
を
示
す
多
剤
耐

性
肺
炎
球
菌
が
急
増
し
て
、
治
療

が
困
難
な
例
も
増
加
し
、
予
防
が

極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」は
、
こ
の

肺
炎
球
菌
と
い
う
細
菌
を
狙
っ
た

予
防
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
す
べ
て
の
肺

炎
に
有
効
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺

炎
に
か
か
って
も
、「
軽
症
で
済
む
」

「
抗
生
物
質
が
効
き
や
す
い
」
な
ど

の
効
果
を
得
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
平
成
21
年
10
月
か
ら
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費

用
の
公
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

（
１
人
１
回
の
み
）。
助
成
期
間
は

通
年
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に

肺
炎
を
併
発
し
や
す
い
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
と
併
せ
て
、
体
調

が
良
好
な
と
き
に
ぜ
ひ
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
は
副
反
応
に
も
注
意

　

免
疫
を
つ
け
る
た
め
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
す
が
、
免
疫
が
つ
く
以

外
の
反
応
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
副
反
応
と
い
い

ま
す
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
や
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
で
比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
副
反

応
に
は
、
接
種
し
た
場
所（
局
所
）

の
赤
み
（
発ほ

っ

赤せ
き

）、
は
れ
（
腫し

ゅ

脹ち
ょ
う

）、

痛
み（
疼と

う

痛つ
う

）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
接
種
を
受
け
た
方
の
10
〜

20
％
に
起
こ
り
ま
す
が
、
通
常
２

〜
３
日
で
な
く
な
り
ま
す
。

　

全
身
性
の
副
反
応
と
し
て
は
、

発
熱
、
頭
痛
、
寒
気（
悪
寒
）、
だ

る
さ（
倦け

ん

怠た
い

感
）な
ど
が
見
ら
れ
ま

す
。
接
種
を
受
け
た
方
の
５
〜

10
％
に
起
こ
り
、
こ
ち
ら
も
通
常

２
〜
３
日
で
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ョ
ッ
ク
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
様
症
状
（
発は

っ

疹し
ん

、
じ
ん

ま
し
ん
、
赤
み（
発
赤
）、
掻そ

う

痒よ
う

感

（
か
ゆ
み
）、
呼
吸
困
難
な
ど
）
が

ま
れ
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
シ
ョ
ッ
ク
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
様
症
状
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
対

す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
、
接
種

後
、
比
較
的
す
ぐ
に
起
こ
る
こ
と

が
多
い
こ
と
か
ら
、
接
種
後
30
分

間
は
接
種
し
た
医
療
機
関
内
で
安

静
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
帰

宅
後
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
医
師
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

（
出
典
：
厚
生
労
働
省
・
国
立
感
染
症
研
究
所
）

肺炎球菌
を防ぐ

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の流れ

① 事前に町保健センターまたは役場東出
　張所に備えてある「肺炎球菌予防接種
　申込書」に必要事項を記入して提出
■ 対象　町内に住民登録のある 65 歳以上の方
で、過去５年間に肺炎球菌ワクチンを接種し
ていない方

②申込書の内容を確認後、その場で
　「接種券」「肺炎球菌ワクチン予防接
　種予診票」「受託医療機関一覧」を交付

③受託医療機関（右下参照）に予約

④受託医療機関で予防接種
※ 接種当日は ｢接種券｣ ｢肺炎球菌ワク
　チン予防接種予診票｣ を医療機関に
　お持ちください。
※ 接種費用の内、4,000 円を差し引いた金額を
お支払いください（医療機関により接種料金
が異なります）。

高齢者インフルエンザ ･肺炎球菌
町内接種受託医療機関

◆鳩山第一クリニック　 296-6800
◆福島内科　　　　　　 298-0600
◆麻見江ホスピタル　　 296-1155
◆鳩山今宿クリニック　 296-6260

※ 接種予約など詳細は、直接医療機関にお
問い合わせください。
※ このほか、県内受託医療機関でも接種が
できます（肺炎球菌ワクチンは比企管内
のみ）。事前に町保健センターにお問い
合わせください。

◆ 接種を希望される方は、予防接種
の効果や副反応などを理解したう
えで予診票に記入し、接種を受け
るようにお願いします。

■問合せ　町保健センター 296-2530


